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第１章 調査の概要 
Ⅰ 調査の目的 
 本調査は、第５期台東区高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画のための基礎資料を得ることを目的

として実施した。 

 

Ⅱ 調査の概要 

■調査の種類および調査対象者 

調査種別 調査対象者 

①一般高齢者調査 区内在住の 65歳以上の区民 

②要支援・要介護認定者調査 要支援・要介護認定を受けている区民 

③介護サービス事業者調査 区内に所在する介護サービス提供事業者（の全数） 

④介護支援専門員調査 区内事業所に所属する介護支援専門員の全数 

■調査の設計 

調査種別 項目 内容 

①一般高齢者

調査 

ア 対象者数 4,214 人（前回比＋256 人） 

イ 抽出方法 住民基本台帳から地域包括支援センター管轄エリア毎に比例配分

による無作為抽出（要支援・要介護認定者を除く） 

ウ 調査地域 区内全域 

②要支援・要

介護認定者調

査 

ア 対象者数 5,411 人（前回比＋259 人） 

イ 抽出方法 要支援・要介護者の全数（施設サービス利用者などを除く） 

ウ 調査地域 区内全域 

③介護サービ

ス事業者調査 

ア 対象者数 274 事業者（前回比－7事業所） 

イ 抽出方法 区内に所在する介護サービス提供事業者（の全数） 

ウ 調査地域 区内全域 

④介護支援専

門員調査 

ア 対象者数 173 人 

イ 抽出方法 区内事業所に所属する介護支援専門員の全数 

ウ 調査地域 区内全域 

■調査方法 

 メール便にて配付、郵送にて回収 

■調査期間 

 平成 22年 11 月 17 日～11 月 30 日 

■回収結果 
 調査対象 ①発送数（通） ②回収数（通） ③回収率（％） ④集計に活用した回答数 

１ 一般高齢者 4,214 2,970 70.5 2,937 

２ 

要支援・要介護 

認定者 

5,411 3,304 61.1 2,905 

３ 

介護サービス 

事業者 

274 175 63.9 175 

４ 介護支援専門員 173 116 67.1 114 

計 10,072 6,565 65.2 6,131 

 ※ 名宛人が長期入院や施設入所などで不在である旨の回答があった場合は、「回収数」に含むが、「集

計に活用した回答数」には含まれない。 
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2,937

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95歳以上

無回答

27.8

27.6

22.2

11.5

5.1

1.6

0.2

3.9

0 10 20 30 40

%
回答者総数=

【年齢区分別／居住環境】 

第２章 一般高齢者調査の概要 

Ⅰ 回答者の属性 

１ 回答者の性別・年齢・居住地域 

（１）性別 

「男性」が 44.6％、「女性」

が 52.6％となっている。 

 

 

（２）年齢 

「65歳～69 歳」が 27.8％、「70 歳～74歳」が

27.6％、「75 歳～79 歳」が 22.2％などとなって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 居住環境 

全体では、「ひとりで住んでいる」が 23.7％、

「家族と住んでいる」が 73.9％となっている。

（右グラフ） 

年齢区分別にみると、85歳から 94歳にかけて

ひとり暮らしの割合が他の年齢区分と比べてや

や低く２割弱となっている。（右グラフ） 

居住地域別にみると、ひとり暮らしの割合が

最も高い⑤の地域と最も低い③の地域とでは 10

ポイント以上の差がみられる。（次ページ上グラ

フ） 

全　体 (2,937)

65～69歳 (816)

70～74歳 (810)

75～79歳 (653)

80～84歳 (339)

85～89歳 (151)

90～94歳 (46)

95歳以上 (7)

%

23.7

22.7

25.4

23.0

26.5

19.2

17.4

28.6

73.9

76.5

73.6

76.1

72.0

78.8

82.6

57.1 14.3

2.0

1.5

0.9

1.0

0.9

2.4

0 20 40 60 80 100

ひとりで住んでいる 無回答家族と住んでいる

回答者総数 (2,937)

%

44.6 52.6 2.8

0 20 40 60 80 100

男性 無回答女性

2,937

①

池之端、上野公園、上野桜木、

谷中

②

台東、秋葉原、上野、東上野、元

浅草

③

柳橋、浅草橋、鳥越、蔵前、小

島、三筋、寿、駒形、雷門

④ 浅草、千束、花川戸

⑤

下谷３丁目、根岸４・５丁目、三ノ

輪、竜泉、日本堤

⑥

下谷１・２丁目、根岸１～３丁目、

北上野、入谷、松が谷、西浅草

⑦ 今戸、東浅草、清川、橋場

無回答

9.2

15.6

15.9

16.1

12.9

16.0

11.8

2.7

0 10 20 30 40 %

　回答者総数=
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自分が中心で

はないが、現

在、介護を手

伝っている

2.9%

介護をしたこと

はない

49.2%

現在介護して

いる

5.5%

過去に介護をし

たことがある

30.1%

無回答

12.3%

2,937
回答者総数

【居住地域別／居住環境】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 家族や親族への介護の状況 

「現在介護をしている」が 5.5％、「自分が中心ではないが、現在、

介護を手伝っている」が 2.9％、となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 住まいの形態 

（１）住まいの形態 

全体では、「持家（一戸建て）」が 53.5％と半数を超え、「持家（マンション、アパートなどの集合住

宅）」が 21.5％、「借家（一戸建て）」が 2.4％、「借家（マンション、アパートなどの集合住宅）」が 14.6％

となっている。 

居住環境別にみると、“夫婦二人暮らし”では一戸建て、集合住宅にかかわらず持家の割合が８割強

を占めているのに対して、“ひとり暮らし”ではほぼ５割となっている。特に「持家（一戸建て）」は差

が大きく、“夫婦二人暮らし”で５割半ばを占めているのに対して、“ひとり暮らし”では３割強となっ

ている。 

 

 

全　体 (2,937)

①

池之端、上野公園、上野桜木、

谷中

(269)

②

台東、秋葉原、上野、東上野、元

浅草

(457)

③

柳橋、浅草橋、鳥越、蔵前、小

島、三筋、寿、駒形、雷門

(466)

④ 浅草、千束、花川戸 (472)

⑤

下谷３丁目、根岸４・５丁目、三ノ

輪、竜泉、日本堤

(378)

⑥

下谷１・２丁目、根岸１～３丁目、

北上野、入谷、松が谷、西浅草

(469)

⑦ 今戸、東浅草、清川、橋場 (348)

%

23.7

22.3

23.0

18.2

21.0

28.8

27.1

27.6

73.9

76.6

75.7

80.5

78.0

70.1

71.6

71.0

2.4

1.1

1.3

1.3

1.1

1.1

1.3

1.4

0 20 40 60 80 100

ひとりで住んでいる 無回答家族と住んでいる

全　体 (2,937)

ひとり暮らし (696)

夫婦二人暮らし (932)

%

53.5

31.8

55.4

21.5

18.4

26.0

2.4

3.0

2.5

14.6

32.0

10.5

2.9

7.3

5.0

7.5

3.9

1.8

0 20 40 60 80 100

持家（一戸建て）
借家（一戸建て）

持家（マンション、アパートなどの集合住宅）

借家（マンション、アパートなどの

集合住宅）

その他

無回答
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2,937

居室や寝室などが、２階以上で

階段の昇り降りが大変である

玄関、廊下、階段、トイレ、浴室な

どに手すりがない

玄関、居室、廊下、浴室などに段

差がある

居室、廊下、トイレなどが滑りや

すい

玄関、居室などの扉の開閉が大

変である

トイレが和式である

流し台が使いにくい

浴槽が使いにくい

その他

特にない

無回答

12.2

11.3

13.8

1.0

1.5

5.8

4.7

6.4

3.4

54.0

12.8

0 20 40 60 80 %

回答者総数=

（２）住宅で困っていること 

「玄関、居室、廊下、浴室などに

段差がある」が 13.8％、「居室や寝

室などが、２階以上で階段の昇り降

りが大変である」が 12.2％、「玄関、

廊下、階段、トイレ、浴室などに手

すりがない」が 11.3％などとなって

いる。困っていることは特にないと

いう方が半数を超えているものの、

段差を辛く感じている方や階段昇降

を苦にしている方、手すりを必要と

している方も１割を超えている。 

 

 

 

 

 

５ 就業状況 

全体では、「仕事をしている」が

39.8％、「仕事をしていない」が

56.2％となっている。 

年齢区分別にみると、年齢区分が

高くなるにつれて仕事をしている方

の割合は低くなる傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 現在の暮らし向き 

「ふつう」が 51.9％と半数を超え、

「ゆとりがある」が 6.1％、「ややゆと

りがある」が 9.9％、「やや苦しい」が

19.5％、「苦しい」が 9.6％となってい

る。 

 

 

 

無回答

3.0%

ややゆとりが

ある

9.9%

やや苦しい

19.5%

ゆとりがある

6.1%

ふつう

51.9%

苦しい

9.6%

2,937
回答者総数

全　体 (2,937)

65～69歳 (816)

70～74歳 (810)

75～79歳 (653)

80～84歳 (339)

85～89歳 (151)

90～94歳 (46)

95歳以上 (7)

%

39.8

54.7

41.4

32.9

24.8

26.5

17.4

56.2

42.6

55.3

62.8

69.9

69.5

76.1

85.7

4.1

2.7

3.3

4.3

5.3

4.0

6.5

14.3

0 20 40 60 80 100

仕事をしている 無回答仕事をしていない
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無回答

7.9%

ほぼ毎日

1.2%

月１回程度

47.4%

週１回程度

4.1%

通院していな

い

18.5%

月２、３回程

度

18.0%

２～３日に１

回程度

3.0%

2,937
回答者総数

Ⅱ 健康や日常生活について 

１ ふだんの健康状態 

最近１年以内に入院をした方は

１割強であるものの、治療が必要

な病気のある方は６割強を占めて

おり、脳梗塞などで身体に麻痺の

ある方もわずかながらいる。また、

視力や聴力に支障のある方もそれ

ぞれ２割を超えている。 

 

 

２ 受診状況など 

通院の状況は、通院しているが７割を超えてい

る。 

過去１年に、歯医者を受診した方は 65.2％と６

割半ばを占め、「通院した」は 64.0％、「往診して

もらった」は 1.2％とわずかとなっている。 

また、「かかりつけ医」が自宅近くにいる方は

69.2％である。 

「かかりつけ歯科医」が自宅近くにいる方は

74.6％である。 

「かかりつけ薬局」のある方は 52.6％である。 

 

【歯医者の受診状況】 

 

 

 

 

 

   【「かかりつけ医」の有無】 

 

 

 

 

 

   【「かかりつけ歯科医」の有無】 

 

 

 

 

 

   【「かかりつけ薬局」の有無】 

 

 

 

治療が必要な病気の有無 （2,937）

1年以内の入院の有無 （2,937）

身体の麻痺部分（脳梗塞

後など）の有無

（2,937）

視力の支障の有無 （2,937）

聴力の支障の有無 （2,937）

%

60.7

11.0

4.9

26.5

20.1

29.2

68.7

72.3

54.3

60.3

10.0

20.4

22.7

19.2

19.6

0 20 40 60 80 100

はい 無回答いいえ

回答者総数 (2,937)

%

69.2 26.4 4.5

0 20 40 60 80 100

はい 無回答いいえ

回答者総数 (2,937)

%

52.6 41.5 5.9

0 20 40 60 80 100

はい 無回答いいえ

回答者総数 (2,937)

%

74.6 20.7 4.7

0 20 40 60 80 100

はい 無回答いいえ

回答者総数 (2,937)

%

64.0 1.2 6.128.8

0 20 40 60 80 100

通院した

歯医者さんにはかかっていない

往診してもらった 無回答

【通院の状況】 
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３ 日常生活について 

１～３の身体的機能の設問

では、多くの回答者が機能の低

下はないと回答している。 

４～５の転倒についても、転

倒経験がある割合は２割、転倒

に対する不安がある割合が４

割弱となっている。９～10 の

コミュニケーションの設問で

は、回答者の多くが行っている

と回答している。 

また、11～15 の日常生活上

の複雑な動作の設問では、回答

者の多くができると回答して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 日中一人で過ごす頻度 

50.0％の方が「ほとんどない」と回答してい

る一方で、「ほぼ毎日」一人で過ごしている方

が 23.3％いる。また、「週に１～２日」は 15.5％、

「週に３～５日」では 7.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

５ 「もの忘れ」について 

人から「いつも同じ事を聞く」などと言われるは１割強であり、「今日が何月何日かわからないこと

がある」は２割弱となっている。また、「自分で電話番号を調べて電話をかけられない」はほぼ１割と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

週に３～５日

7.4%

ほとんどな

い

50.0%

ほぼ毎日

23.3%

週に１～２日

15.5%

無回答

3.8%

2,937
回答者総数

「いつも同じ事を聞く」など

と言われるか

（2,937）

自分で電話番号を調べて

電話をかけられるか

（2,937）

今日が何月何日かわから

ないことがあるか

（2,937）

%

10.9

85.4

17.6

80.5

10.1

76.5

8.5

6.0

4.4

0 20 40 60 80 100

はい 無回答いいえ

1

手すりや壁につかまらず

階段を昇っているか

（2,937）

2

何もつかまらずにいすから

立ち上がれるか

（2,937）

3

15分くらい続けて歩いてい

るか

（2,937）

4

１年間に転んだことがある

か

（2,937）

5

転倒に対する不安は大き

いか

（2,937）

6

外出時に介助者・杖・車い

すが必要か

（2,937）

7

会話時に補聴器を使って

いるか

（2,937）

8 尿もれの不安はあるか （2,937）

9 友人の家を訪ねているか （2,937）

10

家族や友人の相談にのっ

ているか

（2,937）

11

自分でお金の支払いをし

ているか

（2,937）

12

自分で預貯金の出し入れ

をしているか

（2,937）

13

バスや電車を使って一人

で外出しているか

（2,937）

14

自分で食事の用意をして

いるか

（2,937）

15

自分で食料品や日用品の

買物をしているか

（2,937）

%

56.4

76.3

80.4

21.4

38.5

8.6

4.6

24.2

51.1

69.3

90.1

82.9

85.5

69.8

78.7

37.0

17.9

13.9

73.0

54.1

85.8

89.4

69.5

42.1

23.5

5.1

11.8

10.0

24.9

16.5

6.5

5.8

5.8

7.4

5.7

6.0

6.3

6.8

7.2

5.6

4.8

4.5

5.2

4.8

5.2

0 20 40 60 80 100

はい 無回答いいえ
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６ 運動について 

「ほとんど運動はしていない」が 36.6％と最も

多い一方で、「ほとんど毎日運動している」は

25.3％と２番目に多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 介護予防と健康の増進について 

１ 地域活動や講座への参加状況 

地域活動や講座への参加状況は、「参加してい

る」が 23.3％、「参加していない」が 71.3％と

なっている。（右グラフ） 

参加している地域活動や講座は、全体では、

「趣味の活動」が 41.7％と最も多く、次いで「町

会・自治会などの活動」が 31.0％などとなって

いる。（下表） 

性別にみると、「趣味の活動」では女性が男性

よりも割合が高く、女性が５割弱であるのに対

して、男性は３割強となっている。（下表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 参加したい介護予防教室 

「軽い体操やトレーニング器具

を使った筋力向上運動教室」が

23.2％、「創作活動やゲーム・読み

書き・身体を動かすなど、脳を活

性化する脳トレーニング教室」が

15.7％などとなっているが、「特に

ない」が 45.7％と最も多くなって

いる。 

 

ほとんど運

動はしてい

ない

36.6%

週に２～３回

運動してい

る

15.2%

ほとんど毎

日運動して

いる

25.3%

週に１回程

度運動して

いる

11.6%

週に４～５回

運動してい

る

7.9%

無回答

3.4%

2,937
回答者総数

参加してい

ない

71.3%

参加してい

る

23.3%

無回答

5.4%

2,937
回答者総数

2,937

軽い体操やトレーニング器具を使った筋力

向上運動教室

栄養バランスの偏りをなくし、健康な食生活

を送るための栄養改善教室

口の中を清潔にし、いつまでも美味しく食べ

るためのお口の機能向上教室

転倒予防のための、足指や爪のケア知識と

ケア方法を学ぶフットケア教室

創作活動やゲーム・読み書き・身体を動か

すなど、脳を活性化する脳トレーニング教室

尿もれを、予防・改善するための知識と体操

を学ぶ教室

その他

特にない

無回答

23.2

13.4

7.5

11.0

15.7

9.7

1.1

45.7

14.6

0 20 40 60 %

回答者総数=

【地域活動や講座への参加状況】 

【性別／参加している地域活動や講座】 
（％）

趣

味

の

活

動

健

康

づ

く

り

・

ス

ポ

ー

ツ

活

動

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

な

ど

で

の

教

養

・

学

習

活

動

町

会

・

自

治

会

な

ど

の

活

動 老

人

ク

ラ

ブ

な

ど

の

活

動

環

境

美

化

活

動

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

や

Ｎ

Ｐ

Ｏ

活

動

そ

の

他

無

回

答

全　体 683 41.7 28.3 9.1 31.0 14.8 3.8 5.1 4.0 13.8

男　性 281 33.1 24.2 3.2 40.6 11.7 3.2 6.4 4.3 17.4

女　性 391 48.6 31.7 13.3 23.8 16.4 4.1 4.3 3.8 11.3
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Ⅳ 介護保険制度について 

１ 地域包括支援センターの相談について 

全体では、地域包括支援センタ

ーの相談については、「知ってい

る」が 39.1％、「知らない」が

53.7％となっている。 

年齢区分別にみると、“90～94

歳”の５割半ばは「知っている」

が、他の年齢区分では「知らない」

割合が高く、89 歳以下で「知っ

ている」は４割前後に止まってい

る。 

 

 

 

 

２ 介護保険料額の負担感 

「かなりの負担である」が 28.8％、「やや負担

である」が 29.6％、「妥当な額である」が 8.0％、

「負担には感じない」が 4.7％となっている。（右

グラフ） 

現在の暮らし向きを介護保険料額の負担感別

にみると、負担感が大きいほど暮らし向きが“苦

しい”の割合が高く、「やや苦しい」と「苦しい」

を合わせると、介護保険料額が“かなり負担であ

る”と感じている方の４割半ばが暮らし向きも苦

しいと感じている。（下グラフ） 

 

 

【介護保険料額の負担感別／現在の暮らし向き】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よくわからな

い

16.2%

妥当な額で

ある

8.0%

かなりの負

担である

28.8%

負担には感

じない

4.7%

やや負担で

ある

29.6%

無回答

12.8%

2,937
回答者総数

全　体 (2,937)

65～69歳 (816)

70～74歳 (810)

75～79歳 (653)

80～84歳 (339)

85～89歳 (151)

90～94歳 (46)

95歳以上 (7)

%

39.1

40.4

36.2

40.3

39.5

42.4

56.5

28.6

53.7

55.4

57.2

52.5

51.6

47.7

37.0

57.1

7.2

4.2

6.7

7.2

8.8

9.9

6.5

14.3

0 20 40 60 80 100

知っている 無回答知らない

全　体 (2,937)

かなりの負担である (846)

やや負担である (868)

妥当な額である (234)

負担には感じない (137)

よくわからない (476)

%

6.1

3.8

11.1

26.3

7.1

9.9

13.9

15.8

8.8

7.8

51.9

42.9

58.5

54.3

51.8

53.6

19.5

27.1

17.4

14.5

8.8

19.7

9.6

18.8

4.4

2.6

8.4

3.0

2.4

3.4

3.0

5.9

2.2

2.2

2.0

1.7

0 20 40 60 80 100

ゆとりがある ふつう

ややゆとりがある

やや苦しい 苦しい 無回答

【介護保険料額の負担感】 
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2,937

自分の健康のこと

配偶者や家族の健康のこと

自分が寝たきりや認知症になること

配偶者や家族が、寝たきりや認知症にな

ること

頼れる人や面倒を見てくれる人がいなく

なること

生活費など生計のこと

住まいのこと

金銭管理や財産保全に関すること

災害など緊急時のこと

困りごとなど相談する場所がよくわからな

いこと

気軽な話し相手がいないこと

友人や地域との交流が減って孤独に感じ

ること

その他

不安に感じることは特にない

無回答

66.6

46.7

57.7

37.6

23.8

30.4

14.4

6.1

27.7

9.9

6.3

6.7

0.9

7.4

5.5

0 20 40 60 80 %

回答者総数=

３ 不安に感じていることと相談相手 

「自分の健康のこと」が 66.6％と最も多く、次いで「自分が寝たきりや認知症になること」が 57.7％、

「配偶者や家族の健康のこと」が 46.7％などとなっている。（下段左グラフ） 

不安や悩みの相談相手は、「子ども」が 56.6％と最も多く、次いで「配偶者」が 44.5％、「かかりつ

け医」が 23.9％などとなっている。（下段右グラフ） 

 

【不安に感じていること】                       【不安や悩みの相談相手】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 介護が必要になった場合に希望する暮らし方 

「主に介護サービスを利用して、自宅で暮らしたい」が 27.0％と最も多く、次いで「主に家族の介護

を受けながら、自宅で暮らしたい」が 21.4％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,937

配偶者

子ども

孫

父母

近所の人

友人・知人

民生委員

かかりつけ医

区役所の相談窓口

地域包括支援センター

その他

今のところ必要ない

特にいない

無回答

44.5

56.6

5.8

0.3

6.4

16.4

3.2

23.9

9.3

5.7

1.5

6.3

9.0

6.1

0 20 40 60 80 %

回答者総数=

2,937

主に家族の介護を受けながら、自宅で暮らしたい

主に介護サービスを利用して、自宅で暮らしたい

子どもや親族の家に住み替えて、介護してもらいたい

段差などがない高齢者向け専用住宅に住み替えて、介護

サービスなどを利用して暮らしたい

グループホームなど数人で暮らせる、家庭的な介護つき住

宅で暮らしたい

介護保険施設（特別養護老人ホームや老人保健施設など）

に入りたい

有料老人ホームなどの介護つき住宅で暮らしたい

その他

わからない

無回答

21.4

27.0

0.7

5.4

3.7

7.9

3.3

1.2

15.7

13.7

0 10 20 30 40 %

回答者総数=
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2,937

介護について、相談しやすい窓口の充実

や情報提供

健康づくりや介護が必要にならないため

の支援

趣味や教養・学習活動への支援

高齢者への就労支援

ボランティアやＮＰＯ活動への支援

高齢者に配慮した住まいや住環境づくり

在宅での生活を24時間支える介護サー

ビスの整備

デイサービスやショートステイなどを実施

する施設の充実

特別養護老人ホームなどの入所施設の

整備

ひとり暮らし高齢者などを見守る地域づく

り

介護している家族の負担の軽減

認知症高齢者への支援

高齢者の虐待防止や成年後見制度に対

する支援

その他

特にない・わからない

無回答

46.3

31.8

14.5

16.1

7.8

21.3

27.4

21.7

26.9

29.2

39.3

21.0

8.8

0.6

12.6

6.9

0 20 40 60
%

回答者総数=

Ⅴ 区の保健福祉サービスについて 

１ 区が力を入れていくべき高齢者福祉施策 

「介護について、相談しやす

い窓口の充実や情報提供」が

46.3％と最も多く、次いで「介

護している家族の負担の軽減」

が 39.3％、「健康づくりや介護

が必要にならないための支援」

が 31.8％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 今後利用したい区の保健福祉サービス 

「区役所の高齢者総合相

談」が 37.4％と最も多く、次

いで「健康診断やがん検診」が

35.0％、「緊急通報システム」

が 25.1％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,937

区役所の高齢者総合相談

地域包括支援センターでの相談

健康診断やがん検診

健康づくり教室

健康増進センター

介護保険以外の家事援助サービス

介護保険以外の住宅改修費助成

配食サービス

福祉サービス利用援助事業、財産保全管理サービス

緊急通報システム

介護予防教室

介護保険以外の福祉用具支給

電球・蛍光灯の交換、季節の衣替え、植物への水やり等日常生活

でのちょっとした困りごとに対応する身の回り応援サービス

無回答

37.4

18.2

35.0

14.8

9.7

11.0

16.1

15.6

4.5

25.1

9.7

10.4

15.5

20.7

0 20 40 60 %

回答者総数=
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第３章 要支援・要介護認定者調査の概要 

Ⅰ 回答者の属性 

１ 回答者の性別・年齢・要介護度・居住地域 

（１）性別 

「男性」が 30.5％、「女性」が 66.3％と女性が男性の２倍以上となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

「80歳～84 歳」が 24.1％と最も

多く、次いで「85 歳～89 歳」が

23.7％、「75 歳～79 歳」が 16.9％、

「90歳～94 歳」が 11.7％などとな

っており、75 歳以上の後期高齢者

が 81.3％と８割以上を占め、65 歳

から 74 歳までの前期高齢者は

14.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）要介護度 

要介護２までで 75.0％と全体の

３／４を占めており、「要支援１」

が 22.9％と最も多く、次いで「要

支援２」が 21.7％、「要介護２」が

15.8％、「要介護１」が 14.6％など

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

回答者総数 (2,905)

%

30.5 66.3 3.2

0 20 40 60 80 100

男性 無回答女性

2,905

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

無回答

4.2

10.6

16.9

24.1

23.7

11.7

4.3

0.6

4.0

0 10 20 30 40 %

回答者総数=

2,905

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

無回答

22.9

21.7

14.6

15.8

8.2

6.2

4.5

6.2

0 10 20 30 40
%

回答者総数=
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（４）居住地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 居住環境 

全体では、「ひとりで住んでい

る」が 29.5％、「家族と住んでいる」

が 66.6％となっている。（右グラフ） 

年齢区分別にみると、“95 歳以上”

では、「家族と住んでいる」割合が他

の年齢区分と比較して高くなってい

る。（右グラフ） 

居住地域別にみると、各地域とも

全体と比較して特に顕著な差はみら

れないが、ひとり暮らしの割合が最

も高い⑦の地域と最も低い①の地域

とでは10ポイント以上の差がみられ

る。（下グラフ） 

 

 

【居住地域別／居住環境】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,905

①

池之端、上野公園、上野桜木、

谷中

②

台東、秋葉原、上野、東上野、元

浅草

③

柳橋、浅草橋、鳥越、蔵前、小

島、三筋、寿、駒形、雷門

④ 浅草、千束、花川戸

⑤

下谷３丁目、根岸４・５丁目、三ノ

輪、竜泉、日本堤

⑥

下谷１・２丁目、根岸１～３丁目、

北上野、入谷、松が谷、西浅草

⑦ 今戸、東浅草、清川、橋場

無回答

8.6

16.9

15.8

16.6

12.3

15.9

10.2

3.6

0 10 20 30 40
%

　回答者総数=

全　体 (2,905)

65～69歳 (122)

70～74歳 (307)

75～79歳 (492)

80～84歳 (700)

85～89歳 (688)

90～94歳 (340)

95歳以上 (141)

%

29.5

31.1

30.6

29.3

32.9

33.0

24.7

14.9

66.6

68.9

68.1

68.9

66.0

65.0

73.8

84.4 0.7

1.5

2.0

1.1

1.8

1.3

3.8

0 20 40 60 80 100

ひとりで住んでいる 無回答家族と住んでいる

全　体 (2,905)

①

池之端、上野公園、上野桜木、

谷中

(251)

②

台東、秋葉原、上野、東上野、元

浅草

(492)

③

柳橋、浅草橋、鳥越、蔵前、小

島、三筋、寿、駒形、雷門

(460)

④ 浅草、千束、花川戸 (481)

⑤

下谷３丁目、根岸４・５丁目、三ノ

輪、竜泉、日本堤

(356)

⑥

下谷１・２丁目、根岸１～３丁目、

北上野、入谷、松が谷、西浅草

(462)

⑦ 今戸、東浅草、清川、橋場 (297)

%

29.5

23.5

28.7

27.8

31.2

30.9

31.0

36.7

66.6

75.3

70.3

70.9

66.7

68.0

66.9

62.6

3.8

1.2

1.0

1.3

2.1

1.1

2.2

0.7

0 20 40 60 80 100

ひとりで住んでいる 無回答家族と住んでいる

【年齢区分別／居住環境】 
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３ 日中一人で過ごす頻度 

「ほとんどない」と回答している方が 41.2％の一方で、「ほぼ毎日」一人で過ごしている方は 29.5％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 住まいの形態 

（１）住まいの形態 

「持家（一戸建て）」が 58.2％と６割弱

を占め、「持家（マンション、アパートな

どの集合住宅）」が 19.3％、「借家（一戸建

て）」が 2.5％、「借家（マンション、アパ

ートなどの集合住宅）」が 14.3％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）住宅で困っていること 

「玄関、居室、廊下、浴室などに段

差がある」が 25.1％、「居室や寝室な

どが、２階以上で階段の昇り降りが大

変である」が 22.4％などとなってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者総数 (2,905)

%

29.5 11.6 41.2 4.613.0

0 20 40 60 80 100

ほぼ毎日 週に１～２日週に３～５日 ほとんどない
無回答

無回答

3.3%

持家（マン

ション、ア

パートなどの

集合住宅）

19.3%

借家（マン

ション、ア

パートなどの

集合住宅）

14.3%

持家（一戸建

て）

58.2%

借家（一戸建

て）

2.5%

その他

2.3%

2,905
回答者総数

2,905

居室や寝室などが、２階以上で

階段の昇り降りが大変である

玄関、廊下、階段、トイレ、浴室な

どに手すりがない

玄関、居室、廊下、浴室などに段

差がある

居室、廊下、トイレなどが滑りや

すい

玄関、居室などの扉の開閉が大

変である

トイレが和式である

流し台が使いにくい

浴槽が使いにくい

その他

特にない

無回答

22.4

12.2

25.1

3.0

6.2

3.6

5.6

13.2

5.4

35.6

11.7

0 20 40 60 %

回答者総数=
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５ 現在の暮らし向き 

「ふつう」が 56.2％と半数を超え、「ゆと

りがある」が 6.0％、「ややゆとりがある」

が 8.0％、「やや苦しい」が 17.1％、「苦しい」

が 9.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 介護保険料額の負担感 

全体では、「かなりの負担であ

る」が 19.9％、「やや負担である」

が 32.3％、「妥当な額である」が

12.9％、「負担には感じない」が

5.9％となっている。 

現在の暮らし向き別にみると、

介護保険料額の負担感は暮らし向

きが苦しくなるにつれて上昇し、

「かなりの負担である」と「やや

負担である」を合わせた割合は“や

や苦しい”で７割弱、“苦しい”で

ほぼ７割となっている。 

 

 

Ⅱ 健康や日常生活について 

１ ふだんの健康状態 

最近１年以内に入院をした方は 29.1％であるものの、治療が必要な病気のある方は 73.6％であり、

脳梗塞などで身体に麻痺がある方は 24.9％となっている。また、視力や聴力に支障のある方はそれぞれ

４割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答

3.6%

ややゆとりが

ある

8.0%

やや苦しい

17.1%

ゆとりがある

6.0%

ふつう

56.2%

苦しい

9.0%

2,905
回答者総数

治療が必要な病気の有無 （2,905）

1年以内の入院の有無 （2,905）

身体の麻痺部分（脳梗塞

後など）の有無

（2,905）

視力の支障の有無 （2,905）

聴力の支障の有無 （2,905）

%

73.6

29.1

24.9

43.5

41.3

14.1

53.2

54.2

39.4

40.9

12.2

17.8

20.9

17.1

17.8

0 20 40 60 80 100

はい 無回答いいえ

全体 (2,905)

ゆとりがある (175)

ややゆとりがある (233)

ふつう (1,634)

やや苦しい (498)

苦しい (261)

%

19.9

11.6

15.4

25.9

54.0

32.3

31.8

34.7

41.4

15.7

12.9

18.9

20.2

14.6

7.8

5.7

5.9

23.4

13.7

4.9

3.2

21.5

16.0

16.7

24.4

21.1

7.4

6.3

2.7

12.6
22.9

0.8

17.9 3.8

6.0

6.0

0 20 40 60 80 100

かなりの負

担である

妥当な額

である

やや負担である
負担には

感じない

よくわからない

無回答
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２ 受診状況など 

通院の状況では、全体で８割半ばの方が通院しており、「月１回程度」が全体の 38.7％と４割近くを

占めている。 

過去１年に、歯医者を受診した方は 57.1％と６割近くを占め、「通院した」は 50.2％、「往診しても

らった」は 6.9％となっている。 

「かかりつけ医」が自宅近くにいる方が、79.2％である。 

「かかりつけ歯科医」が自宅近くにいる方は、62.7％である。 

「かかりつけ薬局」のある方は、66.9％である。 

 

          【通院の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歯医者への受診状況】 

 

 

 

 

 

 

【「かかりつけ医」の有無】 

 

 

 

 

 

 

【「かかりつけ歯科医」】 

 

 

 

 

 

 

【「かかりつけ薬局」の有無】 

 

 

 

 

回答者総数 (2,905)

%

50.2 6.9 5.537.5

0 20 40 60 80 100

通院した

歯医者さんには

かかっていない
往診してもらった

無回答

無回答

7.7%

ほぼ毎日

2.1%

月１回程度

38.7%週１回程度

10.8%

通院していな

い

7.1%

月２、３回程

度

28.0%

２～３日に１

回程度

5.5%

2,905
回答者総数

回答者総数 (2,905)

%

79.2 17.1 3.7

0 20 40 60 80 100

はい 無回答いいえ

回答者総数 (2,905)

%

66.9 28.2 4.9

0 20 40 60 80 100

はい 無回答いいえ

回答者総数 (2,905)

%

62.7 32.6 4.6

0 20 40 60 80 100

はい 無回答いいえ
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３ 日常生活について 

１～７の身体的機能や転倒・外

出に関する設問では、機能低下の

傾向がうかがえる。 

また、10 以降の日常生活上の複

雑な動作の設問では、10～13 では

「はい」と「いいえ」であまり顕

著な差がみられないものの、14～

16 では「いいえ」が「はい」を大

きく上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ ご本人（あて名の方）の介護保険サービスについて 

１ 介護保険サービス利用の状況と希望どおりに利用できなかったサービス 

利用している介護保険サービスは、

「デイサービス（通所介護）」が50.4％

と最も多く、次いで、「ホームヘルプ

サービス（訪問介護）」が 46.6％など

となっている。（右グラフ） 

希望どおりに利用できなかったサ

ービス、または不足と感じるサービス

は、「ホームヘルプサービス（訪問介

護）」が 29.9％と最も多く、次いで「特

別養護老人ホームのショートステイ」

が 17.3％などとなっている。（次ペー

ジ上グラフ） 

 

 

 

1

手すりや壁につかまらず

階段を昇っているか

（2,905）

2

何もつかまらずにいすから

立ち上がれるか

（2,905）

3

15分くらい続けて歩いてい

るか

（2,905）

4

軽い体操などを定期的に

しているか

（2,905）

5

１年間に転んだことがある

か

（2,905）

6

転倒に対する不安は大き

いか

（2,905）

7

外出時に介助者・杖・車い

すが必要か

（2,905）

8

会話時に補聴器を使って

いるか

（2,905）

9 尿もれの不安はあるか （2,905）

10

「いつも同じ事を聞く」など

と言われるか

（2,905）

11

家族や友人の相談にのっ

ているか

（2,905）

12

自分でお金の支払いをし

ているか

（2,905）

13

自分で預貯金の出し入れ

をしているか

（2,905）

14

バスや電車を使って一人

で外出しているか

（2,905）

15

自分で食事の用意をして

いるか

（2,905）

16

自分で食料品や日用品の

買物をしているか

（2,905）

%

9.8

18.8

34.0

37.2

45.0

77.5

72.4

10.7

59.2

42.1

39.2

58.2

41.3

27.0

36.0

31.0

83.9

75.6

59.6

55.6

49.4

15.1

22.0

83.4

34.3

50.6

52.3

36.6

52.8

67.8

58.4

63.4

6.2

5.6

6.4

7.1

5.6

7.4

5.6

5.9

6.5

7.3

8.5

5.2

5.9

5.2

5.6

5.6

0 20 40 60 80 100

はい 無回答いいえ

【介護保険サービス利用の状況】 

1,886

ホームヘルプサービス（訪問介護）

訪問入浴サービス

訪問看護

訪問リハビリテーション

デイサービス（通所介護）

通所リハビリテーション

特別養護老人ホームのショートステイ

老人保健施設のショートステイ

有料老人ホーム

認知症対応型グループホーム

福祉用具貸与・購入費支給

住宅改修費支給

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

夜間対応型訪問介護

46.6

15.5

16.6

12.0

50.4

15.0

8.2

7.1

1.5

0.9

37.1

14.2

1.6

0.5

1.4

0 20 40 60 %

回答者総数=
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301

ホームヘルプサービス（訪問介護）

訪問入浴サービス

訪問看護

訪問リハビリテーション

デイサービス（通所介護）

通所リハビリテーション

特別養護老人ホームのショートステイ

老人保健施設のショートステイ

有料老人ホーム

認知症対応型グループホーム

福祉用具貸与・購入費支給

住宅改修費支給

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

夜間対応型訪問介護

無回答

29.9

6.3

6.3

10.0

16.9

10.0

17.3

15.6

5.0

3.0

8.0

6.6

4.3

2.3

4.0

12.6

0 10 20 30 40 %

回答者総数=

【希望どおりに利用できなかったサービス】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 介護保険サービスの支給限度額に対する利用状況 

「限度額まで利用していない」が 44.3％

と最も多くなっている。一方、「ほとんど

限度額いっぱい利用している」は 23.3％、

「限度額以上に利用している」は 8.0％で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 暮らし方の希望 

「主に介護サービスを利用して、

自宅で暮らしたい」が 33.1％と最

も多く、次いで「主に家族の介護を

受けながら、自宅で暮らしたい」が

30.4％で、６割を超える方が、家族

の介護や介護サービスの利用によ

って自宅で暮らしたいと希望して

いる。 

 

 

ほとんど限度

額いっぱい利

用している

23.3%

わからない

12.7%

限度額以上

に利用してい

る

8.0%

限度額まで利

用していない

44.3%

無回答

11.8%

1,886
回答者総数

2,905

主に家族の介護を受けながら、自宅で暮らした

い

主に介護サービスを利用して、自宅で暮らした

い

子どもや親族の家に住み替えて、介護してもら

いたい

段差などがない高齢者向け専用住宅に住み替

えて、介護サービスなどを利用して暮らしたい

グループホームなど数人で暮らせる、家庭的な

介護つき住宅で暮らしたい

介護保険施設（特別養護老人ホームや老人保

健施設など）に入りたい

有料老人ホームなどの介護つき住宅で暮らした

い

その他

わからない

無回答

30.4

33.1

0.6

3.4

1.5

4.5

2.0

1.1

7.3

16.1

0 10 20 30 40 %

回答者総数=
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Ⅳ 保健福祉サービスや介護予防サービスについて 

１ 今後利用したい区の保健福祉サービス 

「紙おむつの支給」が 25.3％、

「地域包括支援センターでの相

談」が 23.7％、「緊急通報システ

ム」が 19.2％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 参加したい介護予防教室 

「特にない」が 33.0％と最も

多く、「軽い体操やトレーニング

器具を使った筋力向上運動教室」

が 18.5％、「創作活動やゲーム・

読み書き・身体を動かすなど、脳

を活性化する脳トレーニング教

室」が 13.5％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 主な介護者（事業者以外のご家族など）について 

１ 主に介護している方 

（１）主に介護している方 

「子ども」が 51.0％と最も多く、次いで「配偶者」が 32.6％、「子どもの配偶者」が 9.5％となって

いる。 

 

 

 

2,905

軽い体操やトレーニング器具を使った筋力向

上運動教室

栄養バランスの偏りをなくし、健康な食生活を

送るための栄養改善教室

口の中を清潔にし、いつまでも美味しく食べる

ためのお口の機能向上教室

転倒予防のための、足指や爪のケア知識とケ

ア方法を学ぶフットケア教室

創作活動やゲーム・読み書き・身体を動かす

など、脳を活性化する脳トレーニング教室

尿もれを、予防・改善するための知識と体操を

学ぶ教室

その他

特にない

無回答

18.5

7.9

6.6

12.3

13.5

11.7

1.2

33.0

26.4

0 10 20 30 40 %

回答者総数=

2,905

区役所の高齢者総合相談

地域包括支援センターでの相談

健康診断やがん検診

健康づくり教室

健康増進センター

介護保険以外の家事援助サービス

配食サービス

福祉サービス利用援助事業、財産保全管理サービ

ス

緊急通報システム

介護予防教室

介護保険以外の福祉用具支給

電球・蛍光灯の交換、季節の衣替え、植物への水やり等日常生

活でのちょっとした困りごとに対応する身の回り応援サービス

紙おむつの支給

無回答

18.6

23.7

14.8

6.2

3.2

10.2

14.2

2.4

19.2

9.7

13.5

16.9

25.3

29.8

0 10 20 30 40 %

回答者総数=

回答者総数 (1,928)

%

32.6 51.0 3.09.5 3.9

0 20 40 60 80 100

配偶者

兄弟・姉妹

子ども 子どもの配偶者
その他
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（２）性別 

「男性」が 33.0％、「女性」

が 67.0％と女性が男性の２倍

を超えている。 

 

 

（３）年齢 

「60歳～64 歳」が 20.0％と最も多く、次いで

「55 歳～59 歳」が 13.9％、「65 歳～69 歳」が

11.2％などとなっている。65歳以上が 46.1％で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 介護の内容 

「料理・掃除・洗濯等の家事」が 71.2％と最

も多く、次いで「病院等の送り迎え」が 62.1％、

「話し相手になる」が 61.2％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,930

歯みがき

清拭

体位変換

着替え

食事の介助

料理・掃除・洗濯等の家事

床ずれの手当て

入浴の介助

おむつ交換、排せつの介助

散歩

話し相手になる

手あそび

一緒に歌を唄う

本の読み聞かせ

外出時の付き添い（含車いすの

介助）

病院等の送り迎え

処方された薬の管理

その他

16.2

17.5

8.4

35.5

32.1

71.2

5.8

24.8

23.6

30.2

61.2

2.6

5.1

1.7

55.3

62.1

52.4

7.6

0 20 40 60 80 100 %

回答者総数=

1,922

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95歳以上

0.1

0.3

1.0

2.4

5.4

10.9

13.9

20.0

11.2

10.5

9.6

10.0

3.8

0.9

0.1

0 10 20 30 40
%

回答者総数=

回答者総数 (1,972)

%

33.0 67.0

0 20 40 60 80 100

男性 女性
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３ 介護保険サービスによる負担の軽減 

全体では、「大いに負担減となっている」と「多少は負担減となっている」を合わせると、６割半ば

の方が介護保険サービスによって負担が軽減されていると感じている。 

現在の介護時間別にみると、“ほとんど終日”介護に携わっている方では、「あまり負担減となってい

ない」と「まったく負担減となっていない」を合わせた割合が２割弱となっており、他の項目に比べて

割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 介護をしていて困っていること 

「精神的な負担が大きい」が 57.4％と最も多く、次いで「肉体的な疲労が大きい」が 40.6％、「急な

用事等があっても、家をあけられない」が 33.6％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

大

い

に

負

担

減

と

な

っ

て

い

る

多

少

は

負

担

減

と

な

っ

て

い

る

あ

ま

り

負

担

減

と

な

っ

て

い

な

い

ま

っ

た

く

負

担

減

と

な

っ

て

い

な

い

介

護

保

険

サ

ー

ビ

ス

は

利

用

し

て

い

な

い

わ

か

ら

な

い

全　体 1,763 29.1 38.3 9.0 3.9 11.7 7.9

ほとんど終日 505 23.0 44.8 13.7 4.0 8.7 5.9

毎日半日程度 232 31.5 45.7 8.6 2.6 9.1 2.6

毎日２～３時間程度 250 39.6 40.8 3.6 3.6 10.4 2.0

必要なときに手をかす程度（毎日１時間未満） 497 24.1 31.2 7.8 4.8 19.1 12.9

週に２～３回程度 122 41.0 29.5 9.0 1.6 4.9 13.9

１か月に数回程度 91 30.8 39.6 8.8 2.2 9.9 8.8

その他 66 40.9 22.7 3.0 9.1 9.1 15.2

1,806

経済的な負担が大きい

精神的な負担が大きい

肉体的な疲労が大きい

介護の方法がわからない

料理や洗濯など家事の方法がわ

からない

相談する相手がいない

仕事との両立が難しい

育児や家事との両立が難しい

介護で忙しく自分の時間が取れ

ない

急な用事等があっても、家をあけ

られない

他の家族や親戚の理解が得られ

ない

その他

特に困っていることはない

24.6

57.4

40.6

7.3

3.2

5.6

22.7

2.7

22.9

33.6

6.3

3.8

18.8

0 20 40 60 80 %

回答者総数=


